
第４号様式（要綱第６条関係） 

 

令和７年度 第３回 藤沢市立第一中学校 学校運営協議会会議録 
開催日時  令和７年９月１０日（水）１５時００分～１６時４０分 

場  所 第一中学校 会議室１ 

出

席

委

員

等 

福岡 正仁（会長／第一中学校ＰＴＡ会長） 

市川 明美（副会長／第一中学校校長） 

矢部 佳奈子（元ＰＴＡ役員／元学校評議員） 

尾﨑 誠 （湘南工科大学准教授／元学校評議員） 

栃本 親 （たまじゃり応援団会議会長） 

北井 淳一（前第一中学校校長） 

田中 翼  (湘南工科大学 4年生) 

橋本 幸直（本校学区管轄 藤沢市民センター長） 

太田 雄介（第一中学校 1学年主任） 

池田 太理（第一中学校２学年主任） 

西方 潤平（第一中学校３学年主任） 

野口 博史（第一中学校教頭） 

 

出席委員：１２名    （欠席委員：１名 伴 委員   ） 

事務局 ：手島 淑子（第一中学校 教務主任） 

傍聴人数：０名 

次

第 

１．開会 

２．議題 

（１）各委員からの活動報告 

（２）学校評価項目について 

（３）学校における働き方改革について 

３．意見交換(グループ別協議) 

  グループ協議の共有 

４．その他 今年度の会議日程（予定） 

５．閉会 

 

協

議 

内

容 

２．(１)各委員の活動報告 

  ・祭典パトロールの実施、防災ヘルメットの任意購入の紹介を行った。 

  ・三者連携じゃりんこ祭り。来場者 1500～2000人と盛況だった。稲刈り等も行った。 

  ・学校での生徒たちは夏休み明け、テストが終わり、文化祭、合唱コンと頑張っている。 

   １年生は、11月に地域調べで藤沢市内を巡る。 

２年生は、高校調べ等を行いながら進路に向けての意識付けをしていきたい。 

３年生は、陸上部と文化部以外は部活動を引退。進路に向けての意識が高まっている。 

     文化祭、合唱コンクールと良い形で行えるようにと思う。 

  ・学校と PTAの距離が離れないようにと考えている。 

  ・地域参集訓練で学校を利用。津波警報、台風等では避難所開設も行った。 

夏休みのお祭りなど活動のチラシの配布の形態がかわったため、参加人数が減った。 

  ・地域貢献として地元の中学生への企業の金融教育等を今後実施できると良い。 

  ・大学では地域連携や教職センターが設置されており、学生ボランティアを派遣している。 

  ・津波警報では、本校は避難場所にはならないが、地域の方々が避難されることもあった。 

  ・地域のセンター夏休み中自習室対応に学生ボランティアが参加してくれるとうれしい。 

  



 

 

次回開催予定 令和７年１２月１８日（木）１４時３０分～ 

                           場 所    第一中学校 会議室１ 

 

協

議 

内

容 

 (２)学校評価項目について 

  ・昨年度までの学校評価の振り返りは総合的に見ると高い評価を受けている。 

今後も、学校経営方針重点項目と連携をし、理由等詳細分析でき、今後につなげることがで

きるのかを考えていきたい。項目等も変更しながらより詳しい内容がわかるようにしていき

たい。 

 

  (３)学校における働き方改革について 

  ・子どもたちのための働き方改革でなければならない。 

 

３．意見交換(グループ別協議) 

   【テーマ】R8年度本校の学校作りについて 

  グループ：学校評価の項目をきっかけにしながら、学校、子ども、家庭の問題に関して多くの

方に気づいてほしい。今後、参加者も増え、多くの人とともに考えていけると良い。 

  グループ：学校が工夫して発信をしていかなければならない。保護者に来校してもらうような

機会を増やしていくと良いと感じた。 

働き方改革の一歩として、部活動が進み始めている。行事に関してはもっと充実さ

せてもよいのかと感じる。大変さとのバランスをうまくとれると良い。 

  グループ：行事や部活動をもっと充実させたいという教員の声もある。子どもたちの思いがど

のようなものなのかを考えながら今後頑張っていきたい。 

 

  委員：次回に、今回出た課題、学校評価や学校づくりについてさらに深めていくことで、 

R8年度の学校づくりにつなげていくことができるのではないか。 

 

  会長：子どもたちの生の姿を見ていただき、学校の現状と今後の課題を深めていってほしい。 

 

 

４．その他 

  次回：第４回：１２月１８日（木）授業参観、部活動等について等 

 

（その他）配付資料の紹介等 

 

                   以 上  


